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研究者らは BTB ドメインを持つ zinc finger 因子 CIBZ を新規同定した。CIBZ が転写因子として細胞死や発生に重要

な機能を持つ転写制御因子である CtBP と結合すること、CIBZ がメチル化 CpG ジヌクレオチドと結合することを報

告した。CIBZ は多彩なドメイン（二つの転写抑制ドメインと転写活性化ドメインなど）を持っていることから、この

因子が重要な生理機能を担っていることが予想される。 
CIBZ の生理機能を解明するため、細胞死に注目した。筋芽細胞 C2C12 は低血清で培養することで筋分化を誘導す

ると同時に細胞死も誘導できる in vitro の系が確立されている細胞株であり、筋分化や筋疾患の研究に幅広く利用さ

れている。C2C12 細胞を低血清で細胞死を誘導した場合、高い発現の CIBZ が down-regulation されたことから、CIBZ
が細胞死に関与する可能性が示唆された。C2C12 細胞にて SiRNA を用いて CIBZ を特異的にノックダウンした場

合、アポトーシスのマーカーであるカスパーゼ３、7、9 の活性と PARP の切断が上昇し、ミトコンドリア経路を介し

た細胞死が亢進した。CIBZ が関与する細胞死は CtBP に依存する経路と依存しない経路が存在することを見出した。

また、CIBZ を p53 欠損のマウス胚性繊維芽細胞 MEF で特異的にノックダウンした場合、カスパーゼ３の活性と PARP
の切断も上昇したことから、CIBZ 由来の細胞死は p53 に依存しないということが分かった。さらに、CIBZ にカスパ

ーゼ３の切断コンセンサスモチーフが５箇所存在することから CIBZ がその基質である可能性が示唆され、そのうち

２箇所を活性型カスパーゼ３の切断サイトとして同定した（Journal of Biological Chemistry, 2008, in press）。 
 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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